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商工会議所ＬＯＢＯ（早期景気観測） 

－－平成１６年５月調査結果－－ 
 
 

   （平成１６年６月１日） 
 
 
○調査期間：平成１６年５月１９日～２５日 
 
○調査対象：全国の３９９商工会議所が２５６２業種組合等にヒアリング 
      （内訳）建設業 ３７９ 製造業 ６２０ 卸売業 ２２９ 
          小売業 ７３４ サービス業 ６００ 
 
○調査項目：今月の売上・採算・業況等についての状況（ＤＩ値を集計） 
      及び、業界として当面する問題等 
 
※ ＤＩ値について 
 
 ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを
基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マ
イナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売
上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な
広がりを意味する。 
 
 ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合） 
   業況・採算：（好転）－（悪化）  売上：（増加）－（減少） 
 
 
 

日本商工会議所 
 
 

本件担当：産業政策部 TEL:０３－３２８３－７８４３ 
E-Mail:sangyo@jcci.or.jp 

 
なお、本調査結果は日商ホームページ（http://www.jcci.or.jp)でもご覧になれます。 
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【平成１６年５月調査結果のポイント】 

 

 業況ＤＩは５カ月ぶりにマイナス幅が小幅拡大し、依然低水準で足踏み  

 
 
○ ５月の景況をみると、全産業合計の業況ＤＩ（前年同月比ベース、以下同じ）は、前
月水準（▲２６．８）よりマイナス幅が０．３ポイント拡大して▲２７．１となり、５
カ月ぶりにマイナス幅が拡大した。 
業種別の業況ＤＩは、建設、製造、サービスの３業種でマイナス幅が縮小したが、卸
売、小売で拡大したため、全産業合計の業況ＤＩもマイナス幅が拡大した。中小企業の
足元の景況の停滞感は薄れてきてはいるものの、依然ＤＩ値は低水準で、業種間、企業
間の格差も大きい。景気の先行きについても、回復に期待するとの声の一方、依然とし
て消費の低迷や、公共事業の縮小、素材価格の高騰による仕入コストの上昇などの不安
材料を訴える声が寄せられている。 
 
 
 【建設業】では、「売上増の事業所が出てきているが、二極化傾向がはっきりしてきて
いる」（建築工事）、「公共事業関連は全体的に休業同然で、元請受注は望めず、下請受
注や民間工事に生き残りをかけている」（一般工事）、といった声や、「受注の減少と資
材価格の上昇により経営悪化」（建築工事）と、仕入コスト上昇の影響を訴える声が寄
せられている。 
 
【製造業】では、「全体的に好転している」（金物類）、「雇用についても、臨時ではなく
正社員として採用する事業所が増え始めている」（金属加工機械）といった声の一方、
「受注は増えても安易な受注体制増強は危険なため、設備投資はせず現有機械で対処
し、残業でもこなしきれない分は外注に出している」（輸送用機器）との声や、「原材料
の高騰が続き、経営が苦しい」（建設・鉱山機械）と仕入コスト上昇の影響を訴える声
が寄せられている。 
 
 【卸売業】では、「一部高額商品に動きがあるが、全体としては低迷している」（農畜産
水産物）、「連休前後は荷動きがあったが、それ以降は売上が減少」（各種商品）、「企画
販売や催事販売などの販売努力によって売上は確保したが、見通しは相変わらず厳し
い」（衣服、日用品）といった声が寄せられている。 
 
 【小売業】では、「ＢＳＥ、鳥インフルエンザによる精肉の売上不振からようやく脱却
し、需要回復に期待が持てる」（百貨店）といった声はあるものの、「景気は上向きと言
われているが、末端ではまだまだ感じられず、消費者の買い物は必要最小限に止まって
いるように感じられる」（百貨店）、「一部に景気好転のニュースが伝わっているが、い
まだその実感はない」（商店街）との声や、「４月は天候に恵まれたが、今月は雨天が多
く、売上は前年同月比マイナスの見込み」（百貨店）といった声が寄せられている。 
 
 【サービス業】では、「ゴールデンウイークの人の流れが予想以上で前年を大きく上回
り、景気が上向いている影響と期待している」（食堂、レストラン）、「少しずつ業況上
向きの兆しが見えてきた」（理容）といった声の一方、「ゴールデンウイークに期待した
が、思ったほど売上は伸びなかった」（食堂、レストラン）、「連休中はまずまずだった
が、その後の業況が悪い」（旅館）との声や、「各企業とも流通コスト削減のため、輸送
料金値下げの要請があり、売上減少の見込み」（運輸）といった声が寄せられている。 



 3 

 
 売上面では、ＤＩ値のマイナス幅は建設、製造、サービスの３業種で縮小したため、
全産業合計の売上ＤＩは０．４ポイント縮小して▲２３．９となり、６カ月連続でマイ
ナス幅が縮小した。 
 
  採算面では、ＤＩ値のマイナス幅は建設、製造、サービスの３業種で縮小したが、卸
売、小売で拡大したため、全産業合計の採算ＤＩは０．６ポイント拡大して▲２６．９
となり、３カ月ぶりにマイナス幅が拡大した。 
 
 
○ 向こう３カ月(６月～８月)の先行き見通しについては、全産業合計の業況ＤＩ（今月
比ベース）が▲２２．８と、昨年同時期の先行き見通し（▲４１．７）と比べて改善して
いる。 
 
○ 景気に関する声、当面する問題としては、業況は好調との声の一方、公共事業の縮小
や消費の低迷などを訴えるコメントが依然として寄せられており、素材価格の高騰によ
る仕入コストの上昇に関するコメントも多く見られた。 
 

 
 
 
 
 

LOBO全産業業況DIと日経平均株価
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【業況についての判断】 
 
○ ５月の景況をみると、全産業合計の業況ＤＩ（前年同月比ベース、以下同じ）は、
前月水準（▲２６．８）よりマイナス幅が０．３ポイント拡大して▲２７．１とな
り、５カ月ぶりにマイナス幅が拡大した。 
 
○ 向こう３カ月(６月～８月)の先行き見通しについては、全産業合計の業況ＤＩ
（今月比ベース）が▲２２．８と、昨年同時期の先行き見通し（▲４１．７）に比べ
て改善している。 
 
 

業況ＤＩ（前年同月比）の推移 
  １５年 １６年             先行き見通し 
  １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月  ６～８月 
全 産 業 ▲ 39.0 ▲ 36.8 ▲ 33.3 ▲ 30.2 ▲ 26.8 ▲ 27.1 ▲ 22.8 
       (▲ 41.7) 

建  設 ▲ 55.6 ▲ 55.3 ▲ 55.5 ▲ 54.8 ▲ 50.4 ▲ 49.1 ▲ 43.6 
       (▲ 56.9) 

製  造 ▲ 18.9 ▲ 21.5 ▲ 18.1 ▲ 14.9 ▲ 14.6 ▲ 9.1 ▲ 11.5 
       (▲ 40.6) 

卸  売 ▲ 53.7 ▲ 36.1 ▲ 30.4 ▲ 31.3 ▲ 26.8 ▲ 29.6 ▲ 18.2 
       (▲ 34.5) 

小  売 ▲ 45.6 ▲ 41.6 ▲ 36.0 ▲ 31.7 ▲ 27.7 ▲ 35.3 ▲ 25.7 
       (▲ 36.5) 

サービス ▲ 35.9 ▲ 35.6 ▲ 32.9 ▲ 27.9 ▲ 23.4 ▲ 21.2 ▲ 19.5 
       (▲ 42.1) 
        

※「先行き見通し」は当月に比べた向こう３カ月の先行き見通しＤＩ 
（ ）内は昨年５月の先行き見通しＤＩ＜以下同じ＞ 

 

 
 

       

《業況ＤＩ（全産業・前年同月比）の推移》 
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【売上（受注・出荷）の状況についての判断】 
 
○ 売上面では、ＤＩ値のマイナス幅は建設、製造、サービスの３業種で縮小したた
め、全産業合計の売上ＤＩは０．４ポイント縮小して▲２３．９となり、６カ月連
続でマイナス幅が縮小した。 
 
○ 向こう３カ月(６月～８月)の先行き見通しについては、全産業合計の売上ＤＩ
（今月比ベース）が▲２０．１と、昨年同時期の先行き見通し（▲３５．９）に比
べて改善している。 

 
 

売上（受注・出荷）ＤＩ（前年同月比）の推移 
  １５年              先行き見通し 
  １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月  ６～８月 
全 産 業 ▲ 35.3 ▲ 32.7 ▲ 31.5 ▲ 26.7 ▲ 24.3 ▲ 23.9 ▲ 20.1 
        (▲ 35.9) 

建  設 ▲ 48.2 ▲ 51.8 ▲ 46.4 ▲ 49.3 ▲ 46.7 ▲ 41.5 ▲ 38.9 
       (▲ 50.2) 

製  造 ▲ 13.1 ▲ 14.1 ▲ 11.1 ▲ 12.8 ▲ 3.3 0.9 ▲ 9.7 
       (▲ 32.3) 

卸  売 ▲ 43.3 ▲ 34.3 ▲ 36.3 ▲ 24.1 ▲ 26.8 ▲ 27.7 ▲ 19.5 
       (▲ 26.0) 

小  売 ▲ 45.7 ▲ 37.9 ▲ 35.9 ▲ 30.0 ▲ 29.5 ▲ 36.7 ▲ 20.3 
       (▲ 35.6) 

サービス ▲ 34.9 ▲ 32.8 ▲ 36.2 ▲ 23.3 ▲ 24.8 ▲ 22.2 ▲ 19.0 
       (▲ 35.0) 

 
 

《売上（受注・出荷）ＤＩ（全産業・前年同月比）の推移》 
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【採算の状況についての判断】 
 
○ 採算面では、ＤＩ値のマイナス幅は建設、製造、サービスの３業種で縮小したが、
卸売、小売で拡大したため、全産業合計の採算ＤＩは０．６ポイント拡大して▲２
６．９となり、３カ月ぶりにマイナス幅が拡大した。 
 
○ 向こう３カ月(６月～８月)の先行き見通しについては、全産業合計の採算ＤＩ
（今月比ベース）が▲２１．８と、昨年同時期の先行き見通し（▲３６．５）に比
べて改善している。 
 
 

採算ＤＩ（前年同月比）の推移 
  １５年 １６年             先行き見通し 
  １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月  ６～８月 
全 産 業 ▲ 37.4 ▲ 33.3 ▲ 33.6 ▲ 31.4 ▲ 26.3 ▲ 26.9 ▲ 21.8 
       (▲ 36.5) 

建  設 ▲ 55.3 ▲ 49.3 ▲ 52.9 ▲ 52.7 ▲ 49.4 ▲ 49.1 ▲ 43.6 
       (▲ 56.2) 

製  造 ▲ 27.3 ▲ 23.2 ▲ 24.3 ▲ 24.9 ▲ 17.6 ▲ 15.0 ▲ 16.2 
       (▲ 35.9) 

卸  売 ▲ 43.9 ▲ 32.5 ▲ 28.6 ▲ 28.3 ▲ 20.4 ▲ 28.9 ▲ 16.4 
       (▲ 30.6) 

小  売 ▲ 36.7 ▲ 32.1 ▲ 30.4 ▲ 27.2 ▲ 22.9 ▲ 27.5 ▲ 18.8 
       (▲ 27.9) 

サービス ▲ 34.5 ▲ 35.1 ▲ 36.7 ▲ 30.4 ▲ 26.8 ▲ 23.6 ▲ 19.0 
       (▲ 36.9) 

 
 

《採算ＤＩ（全産業・前年同月比）の推移》 
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（参考） 
 

資金繰りＤＩ（前年同月比）の推移 
  １５年 １６年             先行き見通し 
  １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月  ６～８月 
全 産 業 ▲ 28.3 ▲ 25.9 ▲ 26.7 ▲ 26.5 ▲ 21.1 ▲ 21.6 ▲ 19.4 
       (▲ 32.0) 

建  設 ▲ 44.2 ▲ 41.0 ▲ 43.0 ▲ 46.6 ▲ 35.4 ▲ 37.9 ▲ 38.4 
       (▲ 48.1) 

製  造 ▲ 23.5 ▲ 20.1 ▲ 22.5 ▲ 21.9 ▲ 21.0 ▲ 14.8 ▲ 13.4 
       (▲ 33.5) 

卸  売 ▲ 28.4 ▲ 22.0 ▲ 23.9 ▲ 22.6 ▲ 19.2 ▲ 23.3 ▲ 19.4 
       (▲ 27.2) 

小  売 ▲ 25.4 ▲ 26.0 ▲ 21.4 ▲ 21.2 ▲ 14.2 ▲ 17.2 ▲ 14.1 
        (▲ 23.7) 

サービス ▲ 25.3 ▲ 22.8 ▲ 26.3 ▲ 24.3 ▲ 19.3 ▲ 22.0 ▲ 19.7 
       (▲ 31.5) 
              ＤＩ＝（好転の回答割合）－（悪化の回答割合） 
 
【前年同月比ＤＩ】製造を除く４業種で悪化超感が強まり、全産業合計でも３カ月ぶ

りに強まる。 
【先行き見通しＤＩ】全業種で昨年同時期に比べて悪化超感が弱まり、全産業合計で

も弱まる見通し。 
 
 

仕入単価ＤＩ（前年同月比）の推移 
  １５年 １６年             先行き見通し 
  １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月  ６～８月 
全 産 業 ▲ 4.4 ▲ 7.6 ▲ 9.7 ▲ 10.8 ▲ 13.3 ▲ 14.7 ▲ 12.8 
       (▲ 4.3) 

建  設 ▲ 3.3 ▲ 6.7 ▲ 6.2 ▲ 12.2 ▲ 20.8 ▲ 22.4 ▲ 23.5 
       (▲ 5.0) 

製  造 ▲ 16.2 ▲ 20.0 ▲ 23.9 ▲ 26.2 ▲ 30.3 ▲ 30.0 ▲ 22.6 
       (▲ 11.6) 

卸  売 9.3 ▲ 3.6 ▲ 6.6 ▲ 10.3 ▲ 9.6 ▲ 9.4 ▲ 6.9 
       (▲ 5.2) 

小  売 2.0 2.8 0.4 1.0 0.8 ▲ 1.4 ▲ 1.8 
        (2.6) 

サービス ▲ 5.3 ▲ 9.1 ▲ 10.5 ▲ 7.5 ▲ 9.1 ▲ 11.0 ▲ 10.5 
       (▲ 3.7) 

 
 ＤＩ＝（下落の回答割合）－（上昇の回答割合） 

 
【前年同月比ＤＩ】製造、卸売を除く３業種で上昇超感が強まり、全産業合計でも６

カ月連続で強まる。 
【先行き見通しＤＩ】全業種で昨年同時期に比べて上昇超感が強まり、全産業合計で

も強まる見通し。 
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従業員ＤＩ（前年同月比）の推移 

 
  １５年 １６年             先行き見通し 
  １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月  ６～８月 
全 産 業 ▲ 9.5 ▲ 10.8 ▲ 10.0 ▲ 8.0 ▲ 7.6 ▲ 8.6 ▲ 8.5 
      (▲ 15.0) 

建  設 ▲ 21.5 ▲ 26.6 ▲ 27.5 ▲ 26.8 ▲ 30.8 ▲ 29.9 ▲ 25.2 
      (▲ 32.1) 

製  造 ▲ 8.7 ▲ 11.5 ▲ 9.1 ▲ 6.0 ▲ 9.2 ▲ 5.3 ▲ 6.9 
      (▲ 18.1) 

卸  売 ▲ 11.0 ▲ 15.1 ▲ 9.6 ▲ 11.4 ▲ 10.8 ▲ 11.9 ▲ 8.5 
      (▲ 11.6) 

小  売 ▲ 5.8 ▲ 5.5 ▲ 4.1 ▲ 2.7 0.2 ▲ 3.0 ▲ 5.2 
      (▲ 7.9) 

サービス ▲ 6.3 ▲ 4.0 ▲ 6.6 ▲ 2.3 1.0 ▲ 3.5 ▲ 2.6 
      (▲ 9.1) 

 
ＤＩ＝（不足の回答割合）－（過剰の回答割合） 

 
【前年同月比ＤＩ】建設、製造を除く３業種で過剰超感が強まり、全産業合計でも４

カ月ぶりに強まる。 
【先行き見通しＤＩ】全業種で昨年同時期に比べて過剰超感が弱まり、全産業合計で

も弱まる見通し。 
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【平成１６年５月の景気キーワード】 
 
○ 回復への動き 
 引き続き各業種から、業況の改善と景気の先行きに期待する声が寄せられており、
建設、製造からは「住宅の新築とリフォームが少し出てきており、店舗の新築工事
も少し増えてきている」（下館・一般工事）、「組合員全体で前年度比売上１３％増、
経常利益３３％増となっている」（松任・通信機械製造）、「自動車用金型、ＦＡ機器
は相変わらず好調で、鋳物関係も自動車、建機関連を中心に受注量が増加」（松山・
一般産業用機械製造）といった声が寄せられている。卸売、小売、サービスからも、
「ＩＴ関連業種は売上が伸びている」（下関・各種卸売）、「ＤＶＤなどデジタル家電
が好調」（福島・百貨店）、「昨年よりも売上が増加」（市原・食堂、レストラン）、「近
隣工場の設備投資が始まり、人の動きが活発化し、景況は上向いてきた」（清水・旅
館）、「ゴールデンウイークは個人客が好調で、売上は前年同月を３０％以上、上回
った」（京都・旅館）と業況の改善が広がっているとの声が寄せられている。 
 
○ 景況感格差 
  景気の現状と先行きについて、改善の動きとの声の一方、明るい見通しを持てな
いとの声も依然多く、景況感の格差が広がっている。「都市部や特定の産業で景気回
復の声も聞かれるが、地方の建設業は公共事業予算の削減により、底打ち感も全く
ない」（浜田・一般工事）、「今後、中国からの類似商品の流入により多大な影響が予
想される」（小浜・木製品製造）、「売上高は相変わらず減少傾向で、明るい兆しは見
えない」（浜松・衣服、日用品卸売）、「全般的に需要が低迷しており、採算の悪化も
著しい」（土浦・商店街）と引き続き厳しい状況を訴える声や、「ゴールデンウイー
ク前半は天候に恵まれ客数も多く好調だったが、後半は雨天が続き来店客数、売上
ともに苦戦」（静岡・百貨店）、「連休後は人通りもなく売上も悪い」（佐賀・商店街）、
「大型連休だったためか、街中にあまり人が出て来ず、来店客が減少」（沼田・一般
飲食店）と、連休中やその後の消費は伸び悩んだとの声が寄せられている。 
 
○ 仕入コスト上昇 
  今月も素材関連を中心に仕入コストの上昇を訴える声が寄せられている。「鋼材、
木材等が値上がりしたため、採算は悪化傾向」（酒田・一般工事）、「鉄関連の上昇に
続き、鋳物製品も値上げで、ますます厳しい状況」（名古屋・管工事）、「原材料の高
騰を売価に転嫁できず、採算が厳しい」（加賀・自動車、同附属品製造）との声や、
「プラスチック原材料や段ボール等の副資材の価格も上昇し、販売価格への転嫁が
進まない現状では、一層厳しくなる」（岐阜・プラスチック製品製造）、「依然として
輸入原料の価格が高騰しており、製品への転嫁はなかなかできず、息の長い価格交
渉が予想される」（岡山・耐火物製造）といった声のほか、食品関連でも「原料大豆
の価格高騰のため、採算が悪化」（熊本・食品製造）との声が寄せられている。 
 
 

【景気キーワードの推移】 
年  月 景気キーワード 
１６年 ３月 回復への期待感 先行き不透明感 仕入コスト上昇 
    ４月 回復への動き 景況感格差 仕入コスト上昇 
    ５月 回復への動き 景況感格差 仕入コスト上昇 
 
※景気キーワードは、調査対象組合の各月におけるトピック・関心事項などに関して 
の自由回答をまとめたもの。 
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【産業別概況】 
産  業 概  況 
建  設 業況、採算ＤＩは３カ月連続、売上ＤＩは２カ月連続でマイナス幅が縮

小した。「業況は依然厳しいが、その悪化傾向は徐々に弱まっている」（一
般工事）との声の一方、「売上増の事業所が出てきているが、二極化傾向
がはっきりしてきている」（建築工事）、「公共事業関連は全体的に休業
同然で、元請受注は望めず、下請受注や民間工事に生き残りをかけてい
る」（一般工事）、「官工事、民間工事とも受注が激減しており、原価割れ
の受注競争のなかで危機的状況にある」（一般工事）といった声や、「受
注の減少と資材価格の上昇により経営悪化」（建築工事）と、仕入コスト
上昇の影響を訴える声が寄せられている。 

製  造 業況ＤＩは４カ月連続、売上、採算ＤＩは２カ月連続でマイナス幅が縮
小した。「全体的に好転している」（金物類）、「受注が増加してきている」
（一般産業用機械）、「雇用についても、臨時ではなく正社員として採用
する事業所が増え始めている」（金属加工機械）といった声の一方、「良
い事業所と悪い事業所に二極分化しており、受注は増えても、この好調
がいつまで続くか判らず、安易な受注体制増強は危険なため、設備投資
はせず現有機械で対処し、残業でもこなしきれない分は外注に出してい
る」（輸送用機器）、「中国等の海外への生産委託が増加しており、国内で
の生産は減少」（ゴム・プラスチック履物）との声や、「原材料の高騰が
続き、経営が苦しい」（建設・鉱山機械）と仕入コスト上昇の影響を訴え
る声が寄せられている。 

卸  売 業況ＤＩは２カ月ぶり、売上ＤＩは２カ月連続、採算ＤＩは５カ月ぶり
にマイナス幅が拡大した。「一部高額商品に動きがあるが、全体としては
低迷している」（農畜産水産物）、「連休前後は荷動きがあったが、それ以
降は売上が減少」（各種商品）、「入荷数量は前年同月比若干増加だが、天
候不順等により消費動向が悪く、単価下落し売上減少」（農畜産水産物）、
「企画販売や催事販売などの販売努力によって売上は確保したが、見通
しは相変わらず厳しい」（衣服、日用品）、「景気に一部明るい兆しと言わ
れているが、繊維、紙関連業種は依然厳しい」（衣服、日用品）といった
声が寄せられている。 

小  売 業況、売上、採算ＤＩとも５カ月ぶりにマイナス幅が拡大した。「ＢＳＥ、
鳥インフルエンザによる精肉の売上不振もようやく脱却し、需要回復に
期待が持てる」（百貨店）、「買い替え需要の高まりか、小型普通車を中心
に売れ行き好調」（自動車）といった声はあるものの、「景気は上向きと
言われているが、末端ではまだまだ感じられず、消費者の買い物は必要
最小限に止まっているように感じられる」（百貨店）、「一部に景気好転の
ニュースが伝わっているが、いまだその実感はない」（商店街）との声や、
「４月は天候に恵まれたが、今月は雨天が多く、売上は前年同月比マイ
ナスの見込み」（百貨店）といった声が寄せられている。 

サービス 業況ＤＩは５カ月連続、売上ＤＩは２カ月ぶり、採算ＤＩは３カ月連続
でマイナス幅が縮小した。「ゴールデンウイークの人の流れが予想以上で
前年を大きく上回り、景気が上向いている影響と期待している」（食堂、
レストラン）、「少しずつ業況上向きの兆しが見えてきた」（理容）といっ
た声の一方、「ゴールデンウイークに期待したが、思ったほど売上は伸び
なかった」（食堂、レストラン）、「連休中はまずまずだったが、その後の
業況が悪い」（旅館）との声や、「各企業とも流通コスト削減のため、輸
送料金値下げの要請があり、売上減少の見込み」（運輸）といった声が寄
せられている。 
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（参考） 
 
【ブロック別概況】 
 
○ ブロック別の業況ＤＩ（前年同月比ベース）は、東北、北陸信越、東海、近畿、
四国の５ブロックでマイナス幅が縮小したが、北海道、関東、中国、九州の４ブロ
ックで拡大したため、全ブロック合計でも５カ月ぶりに拡大した。 
  
○ ブロック別の向こう３カ月（６月～８月）の業況の先行き見通しは、全ブロック
で昨年同時期と比べ改善している。 
 
 

ブロック別・全産業業況ＤＩ（前年同月比）の推移 
 

  １５年 １６年             先行き見通し 
  １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月  ６～８月 
全  国 ▲ 39.0 ▲ 36.8 ▲ 33.3 ▲ 30.2 ▲ 26.8 ▲ 27.1 ▲ 22.8 
       (▲ 41.7) 
北海道 ▲ 33.6 ▲ 29.7 ▲ 30.1 ▲ 36.2 ▲ 23.4 ▲ 28.0 ▲ 26.2 
       (▲ 40.2) 

東  北 ▲ 48.9 ▲ 43.7 ▲ 36.7 ▲ 33.5 ▲ 36.7 ▲ 33.1 ▲ 26.6 
       (▲ 44.3) 

北陸信越 ▲ 37.0 ▲ 31.8 ▲ 28.3 ▲ 24.6 ▲ 28.5 ▲ 25.3 ▲ 25.8 
       (▲ 35.3) 

関  東 ▲ 33.9 ▲ 31.1 ▲ 28.5 ▲ 27.5 ▲ 20.6 ▲ 23.8 ▲ 19.6 
       (▲ 39.1) 

東  海 ▲ 32.1 ▲ 35.6 ▲ 27.7 ▲ 31.6 ▲ 27.1 ▲ 23.0 ▲ 22.4 
       (▲ 45.0) 

近  畿 ▲ 43.6 ▲ 43.9 ▲ 39.2 ▲ 32.4 ▲ 30.4 ▲ 27.5 ▲ 25.4 
       (▲ 50.9) 

中  国 ▲ 44.4 ▲ 37.4 ▲ 38.2 ▲ 33.3 ▲ 26.4 ▲ 31.3 ▲ 22.0 
       (▲ 41.7) 

四  国 ▲ 44.2 ▲ 44.6 ▲ 48.6 ▲ 39.8 ▲ 32.2 ▲ 30.0 ▲ 25.5 
       (▲ 37.7) 

九  州 ▲ 38.9 ▲ 39.6 ▲ 31.6 ▲ 22.9 ▲ 24.3 ▲ 29.3 ▲ 18.3 
       (▲ 39.2) 
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